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檜
山
教
職
員

の
集
い
が
五
月

一
〇
日
、
厚
沢
部

町
多
目
的
交
流

広
場
及
び
檜
山

地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
（
ま
な

び
っ
く
）
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
五
一
名
の
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
後
、
講
演
、
そ
し
て
、
四

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
交
流
し
ま
し
た
。 

 

午
前
中
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
が
あ
り
、

青
年
部
を
中
心
に
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
北
九
州
市
立
大

学
・
楠
凡
之
教
授
の
講
演
「
発
達
障
害
の
子

ど
も
と
歩
む
学
級
づ
く
り
」
が
あ
り
ま
し
た
。

「
具
体
例
が
見
え
た
」
「
目
の
前
の
子
ど
も
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
聴
い
て
い
た
」
「
も
っ
と

も
っ
と
お
話
が
聞
き
た
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
（
講

演
内
容
は
次
回
よ
り
連
載
） 

分
科
会
で
は
、
今
抱
え
て
い
る
悩
み
を
吐

露
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
具
体
的
な
実
践
交
流

の
場
に
な
り
ま
し
た
。
養
護
分
科
会
で
は
、

「
南
部
の
先
生
と
健
診
や
書
類
事
項
、講
演
の

内
容
を
交
え
た
特
別
支
援
学
級
や
発
達
障
害

に
つ
い
て
情
報
交
換
で
き
て
良
か
っ
た
」
、
特

別
支
援
分
科
会
で
は
「
い
ろ
い
ろ
な
学
校
の

先
生
の
実
践
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
今
の
自
分
の
指
示

の
仕
方
に
つ
い
て
も
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
た
」
、
楠
先
生
と
語
る
分
科
会
で

は
、
「
今
自
分
が
困
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
児
童
は
、
周
り
に
も
た
く
さ
ん
い

て
、
同
じ
よ
う
に
困
っ
て
い
た
り
、
悩
ん

で
い
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
少

し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
年
目
の
若
い

先
生
か
ら
は
、
「
不
安
が
あ
り
、こ
の
よ

う
な
場
は
あ
り
が
た
い
」
な
ど
、
不
安

を
抱
え
る
中
で
、
「
学
ぶ
場
」
を
求
め

て
い
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。
専
門
的
に

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
今
の
思
い
を
語
り

合
い
な
が
ら
共
有
す
る
こ
と
の
大
切

さ
も
確
か
め
ら
れ
た
「
集
い
」
に
な
り

ま
し
た
。 
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今まで、自閉的な傾向のある児童との対応をし

てきた中で、自分なりに感じたり、心掛けてきた

ことを思い浮かべながら、楠先生のお話をきか

せていただきました。子どもの発達過程をふま

えて、具体的な事例を出しながら、お話しいただ

いてとてもわかりやすかったです。もう少しゆっ

くり聞けたら、さらによかったと思います。子ども

の気持ちを受けとめ、わかってもらえてるんだと

いう安心感をもってもらえるように心掛けてい

きたいと思います。 

具体例が多い話をいただき、受け持っているクラス

の子達を思い浮かばせながら、勉強させていただ

きました。“その子の思いを受けとめてから”どのよ

うにアプローチしているかを考えさせられました。 

すごくわかりやすい部分が多かったです。自

分が手探りで色々やってきたことばかりな

のですが、子どもの発達のことや、大きな枠

をいただいて、いろいろな手立てが思い浮

かぶ手掛かりになりそうです。もっともっと

お話し聴きたかったです。自信を持って取り

組めることが増えそうです。 

今日の楠先生のお話から「そういえばそんな子

いたなぁ」「自分はそんな風にできなかったな

ぁ」と反省しつつ、今後につながることも学べ

ました。また、若い先生方がメモしながら聞いて

いるのを見て、悩みながら学ぶ機会を求めて

いるのかなぁと感じました。このような貴重な

機会をありがとうございました。 

今日は、本当にありがとうご

ざいました。情報を的確にお

伝えできませんでしたが、答

えていただき、感謝していま

す。この会に参加でき、本当に

良かったです。現場で日々頑

張りたいと改めて思いました。 

 

 

「とにかく、 聴きたかった！」楠氏講演 

 

講演をする楠凡之教授 

挨拶をする佐藤亮樹青年部長 

ナイスショット！ 



２０１４年５月３０日                ひ や ま           第２号 

                                    

                                    

 

     

「
多
く
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
」 

様
々
な
世
論
調
査
や
全
教
が
行
っ
た
教

育
委
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、
国
会

の
参
考
人
発
言
か
ら
も
、
未
熟
な
と
こ
ろ
も

あ
る
け
れ
ど
、
ど
う
し
て
も
『
今
』
急
い
で

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
下
村
文
科
大

臣
で
さ
え
、
「
多
く
の
教
育
委
員
会
は
う
ま

く
い
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
し
、
私
も
そ

う
思
う
」
と
国
会
で
答
弁
し
て
い
る
の
で
す
。 

「
な
ぜ
、『
今
』
な
の
か
」 

「
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
、
急
い
で
や
る

の
？
」
と
い
う
疑
問
が
当
然
湧
い
て
き
ま
す
。

そ
の
疑
問
に
対
し
て
、「
何
か
あ
っ
た
と
き
、

責
任
の
所
在
が
明
確
で
な
い
か
ら
」
「
形
骸

化
し
て
い
る
か
ら
」
と
い
っ
て
も
、
今
回
提

案
さ
れ
て
い
る
改
定
案
で
も
同
じ
で
す
。
確

か
に
、
今
の
教
育
委
員
会
制
度
は
、
未
熟
な

と
こ
ろ
は
歪
め
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
民
主
的

で
専
門
性
の
高
い
も
の
に
成
熟
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な

の
に
「
な
ぜ
、
今
な
の
？
」
で
す
。 

「
暴
走
列
車
」
の
行
く
先
は
・
・
・ 

そ
う
考
え
て
い
く
と
、
そ
れ
は
、「
今
」

や
り
た
い
、
い
や
、
「
今
」
し

か
で
き
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

国
会
の
圧
倒
的
多
数
で
、「
暴
走
」

で
き
る
今
し
か
で
き
な
い
か
ら
と

考
え
る
の
が
自
然
の
流
れ
で
す
。
そ
の

行
き
先
は
、
「
戦
争
す
る
国
」
「
大
企
業

に
都
合
の
い
い
人
づ
く
り
」
と
各
紙
論
評

も
指
摘
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
教
育
委
員
会

制
度
改
悪
は
、
明
ら
か
に
そ
こ
へ
向
か
う
一

つ
の
通
過
点
で
す
。 

「
歯
止
め
」
に
穴
が
あ
く 

今
回
の
改
悪
案
の
主
な
点
は
、
教
育
に
お

け
る
首
長
の
権
限
が
強
く
な
る
こ
と
で
す
。

教
育
課
程
・
内
容
に
踏
み
込
め
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
教
育
長
の
任
命
権
も
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
時
の
政
府
（
国
）
の

振
興
計
画
も
照
ら
し
合
わ
せ
参
考
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
運
用
次
第
で
は
、
ま
さ
し

く
、
時
の
権
力
者
が
政
治
介
入
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
戦
争
の
「
歯
止
め
」

に
穴
が
あ
く
改
悪
な
の
で
す
。 

教
育
の
「
中
立
性
」「
専
門
性
」
を
蔑
ろ
に 

こ
の
「
穴
」
は
、

教
育
の
「
中
立
性
」

「
専
門
性
」
を
蔑

ろ
に
し
、
特
定
の

政
治
勢
力
や
政
治

家
に
振
り
回
さ
れ

る
懸
念
が
広
が
り

ま
す
。
戦
前
の
よ

う
に
、
愛
国
心
教
育
が
貫
徹
さ
れ
、
「
お
国

の
た
め
に
戦
争
に
行
け
る
人
づ
く
り
」、
大

企
業
に
都
合
の
い
い
「
物
言
わ
ぬ
人
づ
く
り
」

へ
向
か
う
足
が
か
り
に
で
き
る
も
の
で
す
。 

「
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
」
へ 

こ
の
よ
う
な
法
案
は
、
暴
走
で
き
る
「
今
」

し
か
通
せ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、

「
な
ぜ
今
な
の
か
」
と
い
う
問
い
と
の
整
合

性
が
と
れ
、
教
育
委
員
会
制
度
改
悪
は
、「
戦

争
を
す
る
国
づ
く
り
」「
大
企
業
に
都
合
の

い
い
人
づ
く
り
」
の
歯
車
の
一
つ
と
い
う
こ

と
が
見
え
て
き
ま
す
。 

「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
お
く
ら
な
い
」 

全
教
も
、
連
日
、

国
会
を
傍
聴
し
、

議
員
会
館
前
で
集

会
を
し
、
座
り
込

み
を
し
て
い
ま
す
。

道
教
組
も
、
札
幌

の
街
頭
で
こ
の
こ

と
を
訴
え
、
署
名

を
集
め
て
い
ま
す
。

檜
山
教
組
も
署
名
を
集
め
、
一
〇
九
筆
集
ま

り
ま
し
た
。
「
お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し

い
！
」
と
声
を
あ
げ
、「
教
え
子
を
再
び
、

戦
場
に
お
く
ら
な
い
」
の
旗
の
下
、
あ
き
ら

め
ず
、
粛
々
と
た
た
か
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。 

今まで関わってきた子どもたちの顔が浮かんできました。“なぜ、どうし

てこうなるのか”を考えて関わっていくことがこれまでにあり、なかな

か糸口が見つからず、疲れ果てたことがありました。今日は、新しい視

点をつくっていただけたように感じました。 

ＡＳＤ児の行動の背後の「わけ」

を理解して、その子どもの見え

方、感じ方を読み取ることの大

切さを学びました。 

担任している子を思い浮かべながら話を聴くことができました。中でも、「行動の背景

を理解し、Ｖｉｅｗを読み取る」という話が今後の個別指導や学級づくりで意識していき

たいところだと思いました。青年部の活動を聞いて、もう青年部ではないけれど、参加

したいな～と思いました。みんなで盛り上げていきましょう！ 

時間があっという間に過ぎました。先生のお話

の中で、あーそうそう、そういう子いるいると思

う場面がたくさんありました。これからの子ども

たちの見方やかかわり方に参考にさせていただ

くことが多くあり、勉強になりました。参加して良

かったです。有意義な時間をありがとうござい

ました。また機会があれば、もっと深くお聴きし

たいと思いました 

私自身、思い当たる節があるかも・・・。①

見通しが持てない②部分への拘り③同時

遂行機能の困難さ・・・だから家事が苦

手・・。「自分の思いを出せること」の大切

さを改めて感じました。その上で自制心

の獲得なのですね。「異質な存在」のこの

中にある「同じ」ところの発見から共感関

係が生まれるという部分に納得しました。 

今日は貴重な話をしていただいて、大変勉強になりま

した。子ども一人ひとりの特性を理解し、クラス全体で

取り組むように今後取り組んでいきたいと思います。

これからも多くのことを勉強して、頑張っていきたいと

思います。 

国会前で集会 国会前でシュプレヒコール 


